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近年，オンラインショッピングサイトでは，ユーザの注文データ，趣味，属性，クリック履歴な
どの様々な利用情報を分析し，一人ひとりの嗜好に合った商品を適宜案内することで，ユーザの
商品購買率を高める商品推薦を行っている．そこで，本稿では，情報推薦をブログリーダーに用
いることを提案する．近年，自身のブログを容易に作成することが可能となったことから，ブロ
グを書くユーザが増加してきている．また，ユーザは自身と面識のないユーザのブログを読むこ
ともあり，友人の枠を超えて興味深いブログを求めている．そこで，ユーザがそれらブログを読
んでいく過程で，システムからユーザの嗜好にあったブログを推薦させると，ユーザのブログを
読む楽しみは増加すると期待できる．本稿では，ユーザの嗜好に基づいて，ブログを推薦するシ
ステムを提案する．
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Recently, the system in the online shopping site analyzes the various information such as the
order data, a preference, an attribute and click history. Then, it recommends information to
encourage users to purchase products by guiding the article which fits each user’s preference
appropriately. In our research, we suggest that we use recommendation in blog reader. In
these years, users who write blogs increase because they can make them easily. In addition,
users can read the blogs which they does not know who wrote them and they can search
interesting blog. Then, we expect that users enjoy reading blogs and their pleasure increases
if system recommends blogs based on users’ preference when they look for blogs. In this
research, we suggest a system to recommend blogs based on the users’ preference.

1 はじめに
インターネットの普及により，amazon.com1や
楽天市場2といったオンラインショッピングサイト
を利用するユーザが増えている．オンラインショッ
ピングサイトを利用することで，ユーザは商品な
どの注文をオンラインで行うことができる．近年，
それらのオンラインショッピングサイトでは，個々
のユーザの嗜好にあった商品を推薦するリコメン
ドサービスを行っている．リコメンドとは，ユー
ザの注文データ，趣味，属性，クリック履歴などの
様々な利用情報を分析し，一人ひとりの嗜好に合っ
た商品を適宜案内し，ユーザの情報収集を支援す
る手法である．ユーザにとっては，自分の欲しい
情報に素早くアクセスできる可能性が高まり，一

1 http://www.amazon.co.jp/
2 http://www.rakuten.co.jp/

方，商品，サービスを提供する企業にとってはユー
ザの商品購買率を高められるなど，双方にメリッ
トが大きい手法として急速に普及している．情報
推薦するためには情報をフィルタリングする必要
がある．情報のフィルタリングには，キーワード
や単語出現頻度などの情報を用いた内容に基づく
フィルタリング，また情報に対する他のユーザの
評価に基づく協調フィルタリング 1) 2) がある．い
ずれの手法もユーザのプロファイリングが重要で
ある 3) ．
本稿では，上述した情報推薦をブログリーダー

に用いることを提案する．近年，自身のブログを
容易に作成することが可能となったことから，ブ
ログを書くユーザが増加してきている．また，ユー
ザは自身と面識のないユーザのブログを読むこと
もあり，友人の枠を超えて興味深いブログを求め

1



ている．そこで，ユーザがそれらブログを読んでい
く過程で，システムからユーザの嗜好にあったブ
ログを推薦させると，ユーザのブログを読む楽し
みは増加すると期待できる．本稿で提案するシス
テムは，ユーザの嗜好に合ったブログを推薦する
システムである．本システムにおける，ユーザの興
味抽出はシステムとユーザが対話的に行う．ユー
ザの興味抽出をユーザ自身の操作により行うこと
で，ユーザの興味を的確に抽出することが可能で
ある．

2 関連システム
リアルコム3は，ユーザーごとに最適化した記事
を推薦する RSSリーダー「SocialFeed」のサービ
スを行っている．SocialFeedでは，同じフィード
を登録しているかどうかでユーザ間の関連度を算
出し，関連度でユーザをクラスタリングする．同
じクラスタに属するユーザが購読している記事が
ユーザに推薦される仕組みである．また，推薦さ
れた記事に対して閲覧，登録，および保存などの
操作を行なうと，行動ごとに関連度の計算が行わ
れる．この繰り返しにより，推薦の精度が高めら
れる．
本稿で提案するシステムも，SocialFeedと同様，
情報の推薦とユーザの評価を繰り返していくこと
で，精度向上が期待されるシステムである．

3 ブログ推薦システム：
Drag Based(DB) Empfehlung

DB Empfehlungはユーザの嗜好にあったブログ
を推薦するシステムである．近年，ブログを読む
習慣のあるユーザは友人の枠を超えて，興味深い
ブログを求めている．しかし，ブログの数は膨大
であり，その中から自身の興味あるブログを見つ
け出すことは困難である．本システムを用いるこ
とにより，一人ひとりのユーザに応じたブログ推
薦を行うことが可能となる．

3.1 概要

DB Empfehlungでは，ユーザの興味とブログの
特徴からユーザの嗜好に合ったブログを推薦する．
本システムでは，ユーザの興味はユーザにより示
される仕組みとなっており，ブログの特徴はブロ
グを読む全ユーザにより特徴付けられる仕組みと
なっている．本などを読むとき，「興味ある箇所に
線を引く」操作を行うが，本システムにおいても，
同様の操作をユーザインタフェースとして提供す
る．システムはユーザごとの興味，および全ユー
ザにより特徴付けられたブログの特徴を蓄積する

3 http://www.realcom.co.jp/

ことで，個々のユーザの嗜好に合ったブログを推
薦する．システム全体の概要を図 1に示す．
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図 1: システム概要

3.2 ブログの収集

RSSを取得し，記事ごとのブログタイトル，本
文，および URLを格納している．

3.3 ユーザの興味抽出

本システムでは，ユーザの興味はユーザにより
示される仕組みとなっている．つまり，ユーザはブ
ログを読む過程で，なんらかの操作を行い，シス
テムに興味を伝える．本システムでは，その操作を
ユーザのドラッグ操作（以下，ドラッグ）とする．
「興味ある箇所に線を引く」操作はドラッグによっ
て実現する．つまり，ユーザはブログを読み，興味
のある単語，および文章をドラッグすることで自
身の興味を示す．ユーザが文章をドラッグした場
合は，MeCab4を用いて，文章を形態素解析し，名
詞を抽出し，興味ある単語として保存する．シス
テムは，ユーザのドラッグにより得られたユーザ
の興味を示す単語を蓄積することで，各ユーザの
興味を把握する．さらに，システムはそれらの単
語に加えて，シソーラスを用いることで，単語の
上位概念を取得し，そのユーザの興味として蓄積
する．つまり，図 2に示すように，ユーザが”サッ
カー”という単語をドラッグしたときには，”サッ
カー”という単語に加えて，”サッカー”の上位概念
である”スポーツ”という単語を蓄積する．

サッカー

スポーツ

野球

・・・

ドラッグされた
単語の上位概念

ドラッグ
された単語

図 2: シソーラスの利用

4 http://mecab.sourceforge.net/
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また，ユーザがある単語にどの程度の興味を示
しているのかを把握するために，表 1のようにユー
ザが興味を示した単語の出現回数を保持している．

表 1: ユーザの興味

単語 出現回数

単語 1 frequency(単語 1)

単語 2 frequency(単語 2)

… …

単語m frequency(単語m)

frequency(単語 m)は，単語 mの出現回数を示
す．ユーザにより，ドラッグされた単語は，1回と
カウントし，ドラッグされた単語の上位概念の単
語には，ユーザの直接的な操作ではないため，0.5
回とする．上位概念を回数に数えることで重み付
けを行っている．出現回数が多い単語ほど，その
単語に対する興味の度合いは大きい．システムは，
この単語と出現回数から各ユーザの興味ベクトル
を作成し，保持している．つまり，システムは興
味のある単語がm個の場合，m次元のユーザの興
味ベクトルを保持する．

3.4 ブログの特徴

本節では，ブログの特徴付けについて解説する．
ブログを特徴付けるには，文章中の特徴的な単語
を抽出するアルゴリズムである tf-idf4) などが考え
られる．しかし，ブログは一般に情報が入り交じっ
ており，特徴的な単語を抽出することは困難であ
ると考えられる．そこで，本システムでは，ブロ
グはシステムを利用する全ユーザに特徴付けられ
る仕組みとした．ユーザは，あるブログを読むと
き，興味ある単語，および文章をドラッグする．文
章がドラッグされた場合，3.3で解説したのと同様
に，形態素解析を行い名詞を抽出する．この単語を
ブログを特徴付ける単語とする．ブログは様々な
ユーザに読まれるので，1つのブログは様々なユー
ザから特徴付けられる．また，シソーラスを用い
てブログを特徴付ける単語の上位概念である単語
を取得し蓄積する．ブログを特徴付ける単語の重
みを考慮するため，ユーザの興味と同様に，単語
の出現回数を保持している．出現回数が多い単語
ほど，ブログはその単語に強く特徴付けられてい
る．システムは，この単語と出現回数から各ブロ
グの特徴ベクトルを保持している．ドラッグされ
た単語が n個の場合，システムは n次元のブログ
の特徴ベクトルを保持する．

3.5 推薦ブログの決定

本節では，推薦ブログの決定について解説する．
ブログを推薦するためには，ユーザの興味に基づ
いて，ブログを選出する必要がある．本システム
では，ユーザの嗜好とブログの特徴が似ているも
のを推薦対象とする．ここで，似ているとはユー
ザの興味とブログの特徴との類似度が高いことを
意味する．ユーザの興味とブログの特徴との類似
度を算出するために，本システムではベクトル空
間モデル 5) を用いて類似度を算出する．
ユーザの興味ベクトルとブログの特徴ベクトル

の方向は，それぞれの特徴を示すものであるため，
2つのベクトルが同じ方向を向いていると類似し
ていることになる．つまり，2 つのベクトルのな
す角が小さいほど類似度が高いということである．
ユーザの興味とブログの特徴との類似度は，以下
の式で計算することができる．

sim(User,Blog) = cosθ =
⃗User・ ⃗Blog∣∣∣ ⃗User

∣∣∣ ∣∣∣ ⃗Blog
∣∣∣ (1)

式 (1)の θはベクトル Userとベクトル Blogの
なす角であり，sim(User, Blog)はUserと Blogの
類似度である．θが 0，つまり sim(User, Blog)が 1
に近づくほど類似性は高く，逆に θが 90，つまり
sim(User, Blog)が 0に近づくほど類似性は低くな
る．本システムでは，あるユーザと各ブログとの
類似度を計算し，類似度の高いブログを推薦する．
上述したように，ユーザの興味抽出、およびブ

ログの特徴付けはそれぞれドラッグされた単語の
上位概念を保持している．これにより，図 3に示
すように，上位概念を持たない場合に比べて，幅
広い推薦が可能となる．

スポーツ

野球 サッカー

スポーツ

“野球”をドラッグしたとき “サッカー”をドラッグしたとき

類似度計算

図 3: シソーラスを用いた場合の関連度計算

シソーラスを用いない場合，ドラッグされた単語
のみを用いて類似度を算出する．シソーラスを用
いることで，上位概念を取得し，その概念を考慮し
て類似度を計算することになる．図 3では，シソー
ラスを用いることで，”サッカー”の上位概念であ
る”スポーツ”を取得し，類似度の算出に用いてい
る．シソーラスを用いなければ，図 3の”サッカー”
と”野球”は関連のないものとして扱われるが，シ
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ソーラスを用いることで関連を持たせることが可
能となる．

3.6 ユーザインタフェース

本システムのユーザインタフェースを図4に示す．

図 4: ユーザインタフェース

本システムでは，図 4のように画面左に推薦ブ
ログ，およびデータベースからランダムに提示され
るブログのリストがある．ユーザはリストからブ
ログを選択すると，画面右の領域にブログのタイ
トル，および内容が表示される．ユーザはブログ
を読み，その内容で興味ある箇所にドラッグを行
うことで，システムはユーザの興味を抽出し，ユー
ザはブログを特徴付ける．図 4において，ブログ本
文に線が引かれている部分は，ユーザがドラッグ
した文章である．システムはドラッグ，つまりユー
ザの興味に基づき，ブログの特徴との類似度を算
出し，ブログを推薦する．ユーザは推薦されたブ
ログの興味ある単語，および文章にドラッグを行
うことが可能である．このことから，システムは
ブログを推薦，ユーザはドラッグといったように
対話的にシステムを利用することが可能である．

3.7 推薦結果

あるユーザへの推薦結果を図 5に示す．

１．2010 年発売予定のスーパーカー「Audi R8 Spider」の流出ムービー

２．ニコニコ生放送のストリートファイターオンラインイベント

３．ミクロの世界の美麗な写真コンテスト

図 5: 推薦結果

このユーザは「イベント，ムービー，モバイル」
といった単語にドラッグしていた．図 5の結果は，
ユーザが興味を示した単語とその出現回数でベク
トル化し，ブログの特徴との類似度を算出した結
果，類似度が高かったものである．1つ目のブログ
は，”ムービー”という単語，2つ目のブログは”イ
ベント”という単語で特徴付けられていたため推薦
された．3つ目のブログは，ユーザがドラッグした

単語では特徴付けられていなかったが，ユーザが
ドラッグした”イベント”という単語の上位概念で
ある”催し”という単語と，3つ目のブログの特徴語
である”コンテスト”という単語の上位概念である”
催し”という単語で関連付けられていた．つまり，
シソーラスを用いて推薦が行われた結果である．

4 おわりに
本稿では，ユーザの嗜好にあったブログを推薦

するブログ推薦システム，DB Empfehlungを提案
した．本システムは，ユーザの興味とブログの特
徴からユーザの嗜好に合ったブログを推薦するシ
ステムである．ユーザの興味は，ユーザにより示
される仕組みとなっており，ブログの特徴はブロ
グを読む全ユーザにより特徴付けられる．また，シ
ソーラスを用いることで，ユーザのドラッグで示
される単語だけではなく，ドラッグされた単語の
上位概念を取得し，その単語をユーザの興味，お
よびブログを特徴付ける単語とした．これにより，
ドラッグされた単語だけで，類似度を算出するの
ではなく，類似度に上位概念を考慮することで幅
広い推薦が行うことが可能となる．今後，上位概
念の重み付けにより，推薦対象がどのように変化
するのか検討する必要がある．
本システムには，推薦の精度において，課題が

ある．本システムでは，ブログを特徴付けるのは
ユーザであることから，推薦対象となるブログは，
予め，他のユーザから特徴付けられている必要が
ある．これにより，システム稼働時には，的確に
ブログを推薦することはできない．これを回避す
るために，ブログがユーザにより特徴付けられる
現在の仕組みと，内容に基づくフィルタリングの
組み合わせを検討する．
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